
今週
こんしゅう

の聖
せい

書
しょ

研
けん

究
きゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「約
やく

束
そく

―神
かみ

の永
えい

遠
えん

の契
けい

約
やく

」     

      

第
だい

1 0
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課
か

  新
あたら

しい契
けい

約
やく

 

松
まつ

枝
えだ

重
しげ

則
のり

 

 

１
いち

．安
あん

息
そく

日
にち

午
ご

後
ご

：今
こん

週
しゅう

のテーマ 

神
かみ

の救
すく

いの契
けい

約
やく

は変
か

わることなく私
わたし

たちに与
あた

えられています。ただ、神
かみ

の民
たみ

が神
かみ

との契
けい

約
やく

を破
やぶ

ったため、神
かみ

との契
けい

約
やく

は古
ふる

い契
けい

約
やく

から新
あたら

しい契
けい

約
やく

へとなりました。神
かみ

は私
わたし

たちと契
けい

約
やく

を結
むす

ぶことを諦
あきら

めません。私
わたし

たち

が神
かみ

との契
けい

約
やく

を受
う

け入
い

れるなら、神
かみ

は私
わたし

たちを救
すく

うことができるのです。 

今
こん

週
しゅう

は、古
ふる

い契
けい

約
やく

と新
あたら

しい契
けい

約
やく

、契
けい

約
やく

と律
りっ

法
ぽう

、誰
だれ

との契
けい

約
やく

か、「更
さら

にまさった契
けい

約
やく

」、契
けい

約
やく

と聖
せい

所
じょ

、につ

いて学
まな

びます。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：「見
み

よ、その日
ひ

が来
く

る」 

神
かみ

の方
ほう

から神
かみ

の民
たみ

と契
けい

約
やく

を結
むす

びました（エレミヤ 3 1
さんじゅういち

： 3 1
さんじゅういち

- 3 4
さんじゅうよん

）。 

契
けい

約
やく

の内
ない

容
よう

は、神
かみ

の律
りっ

法
ぽう

を心
こころ

にとめることで、神
かみ

と神
かみ

の民
たみ

との関
かん

係
けい

を築
きず

くことでした。 

神
かみ

の民
たみ

が神
かみ

と契
けい

約
やく

を結
むす

べば、これまで犯
おか

した罪
つみ

を全
すべ

てなかったことにしてくださるという契
けい

約
やく

内
ない

容
よう

です。 

人
じん

生
せい

の罪
つみ

が清
きよ

められるだけでなく、罪
つみ

を忘
わす

れることができたら、心
こころ

には神
かみ

の平
へい

安
あん

が与
あた

えられるはずです。 

神
かみ

は早
はや

く、私
わたし

たちのために、新
あたら

しい契
けい

約
やく

を実
じつ

現
げん

したいと願
ねが

っておられます。 

シナイ山
ざん

でイスラエルと結
むす

ばれた「古
ふる

い契
けい

約
やく

」と、私
わたし

たちに与
あた

えられている「新
あたら

しい契
けい

約
やく

」に大
おお

きな違
ちが

いは

ありません。 

イスラエルが神
かみ

との契
けい

約
やく

を破
やぶ

ったため、昔
むかし

の古
ふる

い契
けい

約
やく

と言
い

われているだけで、いま私
わたし

たちに与
あた

えられている

「新
あたら

しい契
けい

約
やく

」と大
おお

きな違
ちが

いはないのです。 

エレミヤ 3 1
さんじゅういち

： 3 4
さんじゅうよん

の最
さい

後
ご

の部
ぶ

分
ぶん

で、主
しゅ

は民
たみ

の悪
あく

と罪
つみ

を赦
ゆる

すと言
い

われています。信
しん

仰
こう

によって心
こころ

に

神
かみ

の律
りっ

法
ぽう

を与
あた

えて下
くだ

さい、と祈
いの

りながらも罪
つみ

を犯
おか

してしまう私
わたし

たちを、完
かん

全
ぜん

に神
かみ

と調
ちょう

和
わ

するまで赦
ゆる

し続
つづ

けて

くださる神
かみ

の憐
あわ

れみが現
あらわ

れています。 

 

３
さん

．月
げつ

曜
よう

日
び

：心
こころ

の働
はた

き 

神
かみ

は私
わたし

たちに新
あたら

しい心
こころ

と霊
れい

を与
あた

えたいと願
ねが

っておられます（エゼキエル 1 1
じゅういち

：1 9
じゅうきゅう

、1 8
じゅうはち

： 3 1
さんじゅういち

、

3 6
さんじゅうろく

： 2 6
にじゅうろく

）。 

神
かみ

は私
わたし

たちが新
あたら

しい契
けい

約
やく

に入
はい

るために、私
わたし

たちの頑
がん

固
こ

な石
いし

の心
こころ

を取
と

り除
のぞ

き、柔
やわ

らかい肉
にく

の心
こころ

を与
あたえ

えた



いと願
ねが

っておられます。あとは私
わたし

たちが、新
あたら

しい心
こころ

と霊
れい

を与
あた

えて下
くだ

さいと祈
いの

り、信
しん

仰
こう

によって受
う

けとることで

す。 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：古
ふる

くて新
あたら

しい契
けい

約
やく

 

イザヤ 5 6
ごじゅうろく

：6
ろく

、7
なな

では、どうすれば、聖
せい

なる神
かみ

の山
やま

に導
みちび

かれ、祈
いの

りの家
いえ

の喜
よろこ

びに入
はい

ることができる、と

書
か

かれていますか？ 条
じょう

件
けん

は、主
しゅ

に仕
つか

え、主
しゅ

の名
な

を愛
あい

し、僕
しもべ

となり、安
あん

息
そく

日
にち

を守
まも

り汚
けが

さず、契
けい

約
やく

を固
かた

く守
まも

り、

焼
や

き尽
つ

くす捧
ささ

げ物
もの

といけにえをささげることだ、と書
か

かれています。条
じょう

件
けん

はユダヤ人
じん

であることではありません。

異
い

邦
ほう

人
じん

でも誰
だれ

でも、ただ神
かみ

の恵
めぐ

みを信
しん

じる信
しん

仰
こう

によって救
すく

いの約
やく

束
そく

を受
う

け取
と

るように、招
まね

かれているのです。 

 

５
ご

．水
すい

曜
よう

日
び

：「更
さら

にまさった契
けい

約
やく

」（ヘブ8
はち

：6
ろく

) 

救
すく

いの契
けい

約
やく

で、もっとも大
たい

切
せつ

なこと： 

○ 私
わたし

たちは罪
つみ

を赦
ゆる

してくださる神
かみ

を信
しん

じる信
しん

仰
こう

によって救
すく

われる。 

○ 救
すく

われる価
か

値
ち

が私
わたし

たちにあるからではなく、ただ神
かみ

の恵
めぐ

みによって救
すく

われる。 

上
じょう

記
き

のように、古
ふる

い契
けい

約
やく

も新
あたら

しい契
けい

約
やく

も、契
けい

約
やく

内
ない

容
よう

は基
き

本
ほん

的
てき

に同
おな

じです。 

ではなぜ、ヘブライ8
はち

：6
ろく

には「更
さら

にまさった契
けい

約
やく

」と書
か

かれているのでしょうか。 

ヘブライ8
はち

：7
なな

を見
み

ると、初
はじ

めの（古
ふる

い）契
けい

約
やく

には欠
か

けたところがあった、と書
か

かれています。 

旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

で神
かみ

の民
たみ

が神
かみ

と契
けい

約
やく

した時
とき

、神
かみ

の民
たみ

には信
しん

仰
こう

が欠
か

けていました。そのために、初
はじ

めの契
けい

約
やく

は欠
か

け

ていたところがあった、と書
か

かれているのです。 

そして、新
あたら

しい契
けい

約
やく

では、キリストの死
し

、キリストの大
だい

祭
さい

司
し

としての天
てん

での働
はたら

き、によって神
かみ

の愛
あい

がよりはっ

きりわかるようになりました。2000（にせん）年
ねん

前
まえ

のキリストの十
じゅう

字
じ

架
か

と天
てん

での働
はたら

きは、私
わたし

たちが神
かみ

と新
あたら

し

い契
けい

約
やく

を信
しん

仰
こう

によって結
むす

ぶために大
おお

きな助
たす

けになります。 

○ 古
ふる

い契
けい

約
やく

：キリストを象
しょう

徴
ちょう

する犠
ぎ

牲
せい

の動
どう

物
ぶつ

などを通
とお

して救
すく

いの計
けい

画
かく

を信
しん

じ、神
かみ

と契
けい

約
やく

した。 

○ 新
あたら

しい契
けい

約
やく

：キリストの十
じゅう

字
じ

架
か

、キリストの天
てん

の聖
せい

所
じょ

での働
はたら

きなどを通
とお

して救
すく

いの計
けい

画
かく

を信
しん

じ、神
かみ

と契
けい

約
やく

する。 

古
ふる

い契
けい

約
やく

も新
あたら

しい契
けい

約
やく

も、神
かみ

が与
あた

えられる救
すく

いの計
けい

画
かく

は同
おな

じです。しかし、新
あたら

しい契
けい

約
やく

では、キリストご

自
じ

身
しん

を通
とお

して救
すく

いの計
けい

画
かく

を信
しん

じることができるので、「更
さら

にまさった契
けい

約
やく

」と言
い

われているのです。 

 

６
ろく

．木
もく

曜
よう

日
び

：新
あたら

しい契
けい

約
やく

の祭
さい

司
し

 

ヘブライの信
しん

徒
と

への手
て

紙
がみ

は、イエスの天
てん

の聖
せい

所
じょ

での働
はたら

きと、新
あたら

しい契
けい

約
やく

の両
りょう

方
ほう

が書
か

かれています。 

古
ふる

い契
けい

約
やく

の時
とき

には、地
ち

上
じょう

の聖
せい

所
じょ

で動
どう

物
ぶつ

が捧
ささ

げられていましたが、動
どう

物
ぶつ

の犠
ぎ

牲
せい

で私
わたし

たちの罪
つみ

を除
のぞ

き去
さ

ること

はできません。（ヘブライ1
じゅ

0
う

：4
よん

） 

新
あたら

しい契
けい

約
やく

ではイエスの十
じゅう

字
じ

架
か

の犠
ぎ

牲
せい

と天
てん

の聖
せい

所
じょ

での働
はたら

きが強
きょう

調
ちょう

されています。 

イエスの十
じゅう

字
じ

架
か

の犠
ぎ

牲
せい

とイエスの天
てん

の聖
せい

所
じょ

での働
はたら

きによって、私
わたし

たちの罪
つみ

は完
かん

全
ぜん

に清
きよ

められることができ



ます。 

新
あたら

しい契
けい

約
やく

の祭
さい

司
し

であるイエスを信
しん

じる信
しん

仰
こう

によって私
わたし

たちは救
すく

われるのです。 

 

まとめ：人
じん

類
るい

の罪
つみ

が始
はじ

まって以
い

来
らい

、神
かみ

は恵
めぐ

みによる救
すく

いを与
あた

えられてきました。 

神
かみ

の恵
めぐ

みを受
う

け入
い

れ従
したが

う人
ひと

は誰
だれ

でも神
かみ

との契
けい

約
やく

に入
はい

ることができます。 

 

質
しつ

問
もん

： 

１
いち

. 新
あたら

しい契
けい

約
やく

は、イエスの十
じゅう

字
じ

架
か

によって、なぜ良
よ

い契
けい

約
やく

だと言
い

えるのでしょうか。 

２
に

 私
わたし

たちは旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

の時
じ

代
だい

の人
ひと

たちよりも、もっと信
しん

仰
こう

的
てき

になれる、となぜ言
い

うことができるのでしょうか。 

３
さん

. イエスが福
ふく

音
いん

書
しょ

で新
あたら

しい契
けい

約
やく

を教
おし

えられた時
とき

、人
ひと

々
びと

はなぜ受
う

け入
い

れることができなかったのでしょうか。 

４
よん

. 今
こん

日
にち

、新
あたら

しい契
けい

約
やく

を受
う

け入
い

れるのは難
むずか

しいことですか？ 古
ふる

い契
けい

約
やく

と比
くら

べたら受
う

け入
い

れやすいですか？ 


